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 今回は B組と C組の作文を紹介します。 

 

「3年生になって」 

B組  

 3 年生になったら受験や中学校生活最後の運動会、合唱祭など色々な行事があるが、その中でも僕は

２つのことを頑張りたい。 

 1つは、やりとげることだ。3年生になって一番重要なのは受験だと思っている。なぜなら、自分が将

来やりたいことが決まるからだ。受験は、やり遂げる力がないと生きたい学校に行けないかもしれない。

行きたい学校に行けるようにするためには、定期考査や受験勉強でやり遂げる力が必要だ。 

 もう１つは、全員に気を配ることだ。最上級生として、色々なところでまとめないといけない時があ

る。例えば、部活のときに入部してきた１年生をまとめなければならない。この時に、最上級生としてし

っかり気を配り、優しくまとめることやミスしても優しく声をかけたい。気を配ることでいろいろな人

から慕われ、よいことがあると思う。 

 僕は３年生になってから色々なところで頑張りたいと思う。そして、受験でも何でもやり遂げる力と

気を配る力をつけていきたい。これを積み重ねていき、3 年生はよかったなと思えるようにしていきた

い。 

 

「道程」 

B組  

 ついに受験生の年になった今、私はまだその実感がありません。クラスも変わり、様々な人がいる中、

今後どのように過ごしていくのか、どんなことが起こるのか、不安に感じることがたくさんあります。 

 去年は私にとって、中学校生活で一番つらかった年でした。新しく途中からクラスに入り、グループの

輪ができていて、孤独を感じたり、皆より授業の内容についていけなかったりなどたくさんのつらい思

い出がありました。しかし、時間がたっていくにつれ、友達が増え、仲間と協力する力もついていきまし

た。このつらい思い出や楽しい思い出があったから、今学校が楽しいと感じ、様々な経験ができているの

だと思います。その経験をふまえて、3 年生では 2 年生でできなかった人前にでることを積極的に行い

たいです。そのためにはまず、まわりの友達とたくさん話をして、協力し、様々な思い出を作るのが目標

です。 

 3年生はすべてのことに「最後」がつくので、その言葉の大切さを感じながら、修学旅行や運動会、合

唱祭、ひばり文化、スポーツ大会などの行事や最後の部活を全力で取り組み、悔いのない日々を過ごして

卒業を迎えたいです。 

 

 

道程 



 

「三年生になって」      

C組  

 僕が三年生になって頑張りたいことは、勉強と部活だ。 

 勉強を頑張りたいのは、今、勉強することで高校や大学、就職先などの選択肢を増やせるからだ。僕は 

今、将来の夢も特にないし、絶対に行きたいと思う高校もない。だからこそ今、勉強を頑張り、行ける高

校の幅を広げておくことが、先々に自分のためになると思う。もしも自分の夢ができたときには、その夢

に近づける高校を選べば良い。もしも夢が見つからないときは、今の自分が行きたいと思える校風の高

校を選べば良い。勉強を頑張りながら、見つけていきたいと思う。 

 部活動を頑張りたいのは、僕たち 3年生があと数か月で引退になるからだ。自分の技術面を更に磨き、

最後の試合で勝つことを目標にしたいと思うが、それと同じくらい、後輩に何かを伝えられるように心

掛けたい。部活動を引き継ぐということは、普段、何気なく教えることとは全く意味が違う。「部活動の

取り組み方」「試合に臨む姿勢」「みんなへの指示の出し方」など、誰に見られても恥ずかしくないくらい、

自分の言動に自信を持てるよう頑張りたいのだ。 

 中学校生活最後の一年。多分、自分が思う以上に短い時間だと思う。来年の三月、卒業するときに、 

「やり切った」と自分を誇れるような一年にしたいと思う。 

 

 

 

                 「三年生になって」 

                                     C組  

 「全てに『最後の』が付く」。そんな先生の言葉を聞いて、私は三年生になったのだと少しずつ実感し

てきた。自分が一年生だった頃に見ていた三年生。自分が二年生だった頃に見ていた三年生。その時々の

三年生は皆、共通点がある。それは「見ていてとてもカッコいい」ということだ。そこで、私も先輩たち

のようにカッコいい三年生を目指したいと思う。そして、そのために頑張りたいことが二つある。 

 一つは、後輩の良いお手本になることだ。私は自分より「年下」が苦手だった。だから自分が二年生に

なったとき、「後輩とは仲良く出来なそうだから、入部してきたらどうしよう？」と思ってしまっていた。

しかし、いざ後輩が入部してきたら、みんな素直に話を聞いてくれて、仲良くなることができた。 

また、わからないことも質問してくれるため、お互いに情報を共有できてトラブルなく過ごすことがで

きた。この経験を通し、「後輩は先輩を見て学ぶ。だからこそ、いつでも頼ってもらえる良いお手本にな

る先輩になりたい」と思った。 

 もう一つは、しっかりと勉強に取り組むことだ。私が一年生の頃、仲の良い三年生の先輩がいた。その

人は部活が忙しい中、早朝勉強をコツコツ続けていたおかげで、見事に志望校に合格していた。部活動と

勉強をきちんと両立させている姿が、本当にカッコよく見えた。だから私も先輩のように、時間がなくて

忙しいときでも、志望校に向けて計画的に勉強を頑張っていきたいと思った。 

 本当にカッコいい先輩になるために、部活動も勉強も頑張って取り組んでいきたい。 

 


